
都市計画課

公共下水道担当

5458

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B10
緊急輸送道路公共下水道マンホール耐震化促進事業 土木費 下水道費 緊急輸送道路公共下水道マンホール耐震化促進費

戦略項目 05 大規模災害への備え

分野施策 010502 震災に強いまちづくり

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 15,700 15,700 △9,300

前年額 25,000 25,000

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

都市計
画費

事 業
期 間

平成24年度～ 根 拠
法 令平成26年度

　液状化が想定される地域における県管理の第一次特定
緊急輸送道路にある公共下水道のマンホールの浮上防止
対策を実施する市町を支援し、マンホールの耐震化を促
進する。

    緊急輸送道路公共下水道
　  マンホール耐震化促進事業　　　　15,700千円

(1) 事業内容
  液状化が想定される地域における県管理の第一次特定緊急輸送道路にある
　公共下水道マンホールの浮上防止対策の支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15,700千円

(2) 事業計画
　ア　平成24年度
　　　浮上防止対策簡易診断ソフト作成業務委託、公共下水道マンホール浮上防止対策　25基
　　　　簡易診断ソフトにより1,354基の浮上判定を迅速に行い、同一年度に対策工事実施
　イ　平成25年度
　　　公共下水道マンホール浮上防止対策　157基（当初計画500基）
　ウ　平成26年度
　　　公共下水道マンホール浮上防止対策　253基（当初計画500基）
　エ　平成27年度
　　　公共下水道マンホール浮上防止対策　  0基（当初計画407基）

(3) 事業効果
　震災時に液状化が想定される地域の県が管理する第一次特定緊急輸送道路の機能を確保できる。

(4) 県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　浮上防止対策簡易診断ソフトの提供・簡易診断の実施（関係市町村）

(国5/10・県1/10) 市町4/10

(1) 事業費に係る人件費
　 　9,500千円×0.5人＝4,750千円
(2) 組織の新設、改廃及び増員　なし
　　なし

前年との
対比

― 都市整備部 B10 ―
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